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　　　　編集　後　記

i　　レ　第11回合宿共同授業の報告書、大へんお待たせいたしました。。異例づくめの渡嘉
i敷舗姻授業でしたが、それだけに参差賭にはとても印象深かったことがうかがえま

i　　す。表紙の色は、沖縄の空と海にちなんで青にしました。
iレなかでも台風8号との格瓢船上に、、た入妨はもちろんのこと、当番校の琉球

i大学．　、EI管校軌鰍勃舗係都とっても忘れることのできないものでし、う．こ

i　　うした障害を克綴して合宿共同授業を成功に導くため、琉球海運株式会琶やN｝｛K沖縄

i放送局、国立瀾静の家、灘鮒等、翫の方姻ひとかたなら癩肋があった

iことに対し、改めて感謝いたします。

iレこの瀦訥中に顎や講（。一部）の借朧認めて下さ，下立沖丁年の家

i（グラビアに青年の家全景の顎）と、琉球新轍、沖縄タイムス社（それぞれ記事

iの一部をカ。ト代りに轍）に厚く御礼申しあげます。

i　　レ　本報告書では、「学生の感想」として数篇を掲載しましたが、ほとんど総ての参加
i者の思いを代表する内容ですので、筆者の酩と囎大学は割愛しましたことをお断り

i　　いたします。
iレ来年の第12回は、7月11日一15日（4泊5H）の期間1、腫（一校制、当番校九州

i　　大学）で開催することがすでに決まっています。そして、この12月11日（木）の企画委
i員会では，インテーマや運営の基本大綱が決められる予定です．いっそう充実した合宿

i共同授業にしたいものです

iレ最後になりましたが、今回の当番校琉球大学の婿折りと国立沖縮年の家の御協

；力に対し、改めて厚く御礼申しあげます．
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